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(57)【要約】
【課題】エッジ部分をぼかさずに画像のノイズを低減す
る。
【解決手段】ノイズ低減の対象となる対象画素と、該対
象画素から予め定められた位置関係にあるエッジ判定用
比較画素とに基づいて、該対象画素がエッジであるか否
か判定するエッジ判定部５０と、エッジ判定部５０によ
り対象画素がエッジでないと判定された場合、対象画素
と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるノイ
ズ低減用比較画素とに基づいて、対象画素のノイズを低
減するノイズ低減部４２と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノイズ低減の対象となる対象画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるエ
ッジ判定用比較画素とに基づいて、該対象画素がエッジであるか否か判定するエッジ判定
部と、
　前記エッジ判定部により前記対象画素がエッジでないと判定された場合、前記対象画素
と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づいて、
前記対象画素のノイズを低減するノイズ低減部と、
　を備えることを特徴とする雑音低減装置。
【請求項２】
　前記対象画素は、前記エッジ判定部により用いられる２つの前記エッジ判定用比較画素
の間にあることを特徴とする請求項１に記載の雑音低減装置。
【請求項３】
　前記エッジ判定部により用いられる２つの前記エッジ判定用比較画素の間隔は、前記ノ
イズ低減部により用いられる２つのノイズ低減用比較画素の間隔以上であることを特徴と
する請求項２に記載の雑音低減装置。
【請求項４】
　前記エッジ判定部により用いられる各エッジ判定用比較画素は、前記対象画素を基準と
して前記ノイズ低減部により用いられる各ノイズ低減用比較画素が位置する画素よりも外
に位置することを特徴とする請求項２または請求項３に記載の雑音低減装置。
【請求項５】
　前記エッジ判定部により用いられる２つの前記エッジ判定用比較画素は、前記対象画素
を中心として点対称の位置にあることを特徴とする請求項２から請求項４のいずれか１項
に記載の雑音低減装置。
【請求項６】
　前記ノイズ低減部が前記対象画素の輝度信号に対してノイズ低減を行う場合、前記エッ
ジ判定用比較画素と前記対象画素との画素間隔は、前記ノイズ判定用比較画素と前記対象
画素との画素間隔に１を加算した値であることを特徴とする請求項５に記載の雑音低減装
置。
【請求項７】
　前記ノイズ低減部が前記対象画素の色差信号に対してノイズ低減を行う場合、前記エッ
ジ判定用比較画素と前記対象画素との画素間隔は、前記ノイズ判定用比較画素と前記対象
画素との画素間隔に２を加算した値であることを特徴とする請求項５に記載の雑音低減装
置。
【請求項８】
　前記対象画素の画素値と、該対象画素を含むフレームから所定のフレーム間隔だけ離れ
たフレームにおいて該対象画素の位置に相当する位置の画素の画素値とに基づいて、フレ
ーム間のノイズを低減するフレーム間ノイズ低減部を備えることを特徴とする請求項１か
ら請求項７のいずれか１項に記載の雑音低減装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の雑音低減装置を備えることを特徴とする
表示装置。
【請求項１０】
　雑音低減装置が実行する雑音低減方法であって、
　ノイズ低減の対象となる対象画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるエ
ッジ判定用比較画素とに基づいて、該対象画素がエッジであるか否か判定するエッジ判定
手順と、
　前記エッジ判定手順により前記対象画素がエッジでないと判定された場合、前記対象画
素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づいて
、前記対象画素のノイズを低減するノイズ低減手順と、
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　を有することを特徴とする雑音低減方法。
【請求項１１】
　コンピュータに、
　ノイズ低減の対象となる対象画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるエ
ッジ判定用比較画素とに基づいて、該対象画素がエッジであるか否か判定するエッジ判定
ステップと、
　前記エッジ判定ステップにより前記対象画素がエッジでないと判定された場合、前記対
象画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づ
いて、前記対象画素のノイズを低減するノイズ低減ステップと、
　を実行させるための雑音低減プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雑音低減装置、表示装置、雑音低減方法および雑音低減プログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、映像信号を伝送する際、伝送雑音などの雑音成分が当該映像信号に混入する
ことが知られている。例えば、アナログテレビジョン信号の放送を受信する際に放送波の
電界強度が弱いと、受信信号は雑音成分の多い映像信号になる。また、デジタル放送でも
過去に録画したアナログ映像をデジタル化し再放送することも多く、その場合受信信号は
、雑音成分の多い映像信号となる。
【０００３】
　映像信号に混入した雑音を低減する方法について、例えば、特許文献１では、雑音低減
回路が映像信号の垂直ブランキング期間の画像信号の無いライン部分の雑音成分を検出し
て、その雑音成分の電圧を基にして映像信号の雑音を低減する方法が示されている。具体
的には、この雑音低減回路は、画像信号の電圧とその画像信号の電圧にメディアンフィル
タを掛けた後の画像信号の電圧とを比較し、画像信号の電圧がフィルタ後の電圧よりも大
きい場合、雑音低減回路は、画像信号の電圧から上記雑音成分の電圧を減算した電圧を外
部へ出力する。一方、画像信号の電圧がフィルタ後の電圧よりも小さい場合、雑音低減回
路は、画像信号の電圧に上記雑音成分の電圧を加算した電圧を外部へ出力することが示さ
れている。
【０００４】
　また、特許文献１では、雑音低減回路が備える３タップ形メディアンフィルタがサンプ
リング化映像信号における所望走査線の所望時刻のサンプリング信号と走査線が前後対称
にまたは非対称に所要数だけ離隔した２走査線の所望時刻のサンプリング信号を入力とし
、その３つのサンプリング信号の中から電圧値が中間のサンプリング信号を参照信号とし
て出力する。そして、雑音低減回路が所望走査線の所望時刻のサンプリング信号と出力さ
れた参照信号との比較に基づいて、ノイズ低減を行うことにより、雑音を低減することが
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－２５０２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１のノイズ低減（ＮＲ）処理では、１フレームの画像内の所望
走査線の所望時刻のサンプリング信号と３タップ形メディアンフィルタ通過後の信号とを
比較しＮＲ処理を行うので、画像の細かい部分の情報が失われることとなる。その結果、



(4) JP 2014-123785 A 2014.7.3

10

20

30

40

50

特許文献１の雑音低減回路は、画像内のエッジ部分における境界を曖昧にするので、エッ
ジ部分がぼけた画像を生成してしまうという問題がある。
【０００７】
　そこで本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、エッジ部分をぼかさずに画像
のノイズを低減することを可能とする雑音低減装置、表示装置、雑音低減方法および雑音
低減プログラムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
（１）本発明の雑音低減装置は前記事情に鑑みなされたもので、ノイズ低減の対象となる
対象画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるエッジ判定用比較画素とに基
づいて、該対象画素がエッジであるか否か判定するエッジ判定部と、前記エッジ判定部に
より前記対象画素がエッジでないと判定された場合、前記対象画素と、該対象画素から予
め定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づいて、前記対象画素のノイズ
を低減するノイズ低減部と、を備えることを特徴とする
【０００９】
（２）（１）に記載の雑音低減装置において、前記対象画素は、前記エッジ判定部により
用いられる２つの前記エッジ判定用比較画素の間にあることを特徴とする。
【００１０】
（３）（２）に記載の雑音低減装置において、前記エッジ判定部により用いられる２つの
前記エッジ判定用比較画素の間隔は、前記ノイズ低減部により用いられる２つのノイズ低
減用比較画素の間隔以上であることを特徴とする。
【００１１】
（４）（２）または（３）に記載の雑音低減装置において、前記エッジ判定部により用い
られる各エッジ判定用比較画素は、前記対象画素を基準として前記ノイズ低減部により用
いられる各ノイズ低減用比較画素が位置する画素よりも外に位置することを特徴とする。
【００１２】
（５）（２）から（４）のいずれか１つに記載の雑音低減装置において、前記エッジ判定
部により用いられる２つの前記エッジ判定用比較画素は、前記対象画素を中心として点対
称の位置にあることを特徴とする
【００１３】
（６）（５）に記載の雑音低減装置において、前記ノイズ低減部が前記対象画素の輝度信
号に対してノイズ低減を行う場合、前記エッジ判定用比較画素と前記対象画素との画素間
隔は、前記ノイズ判定用比較画素と前記対象画素との画素間隔に１を加算した値であるこ
とを特徴とする。
【００１４】
（７）（５）に記載の雑音低減装置において、前記ノイズ低減部が前記対象画素の色差信
号に対してノイズ低減を行う場合、前記エッジ判定用比較画素と前記対象画素との画素間
隔は、前記ノイズ判定用比較画素と前記対象画素との画素間隔に２を加算した値であるこ
とを特徴とする。
【００１５】
（８）（１）から（７）のいずれか１つに記載の雑音低減装置において、前記対象画素の
画素値と、該対象画素を含むフレームから所定のフレーム間隔だけ離れたフレームにおい
て該対象画素の位置に相当する位置の画素の画素値とに基づいて、フレーム間のノイズを
低減するフレーム間ノイズ低減部を備えることを特徴とする。
【００１６】
（９）本発明の表示装置は、（１）から（７）のいずれか１つに記載の雑音低減装置を備
えることを特徴とする。
【００１７】
（１０）本発明の雑音低減方法は、雑音低減装置が実行する雑音低減方法であって、ノイ
ズ低減の対象となる対象画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるエッジ判
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定用比較画素とに基づいて、該対象画素がエッジであるか否か判定するエッジ判定手順と
、前記エッジ判定手順により前記対象画素がエッジでないと判定された場合、前記対象画
素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づいて
、前記対象画素のノイズを低減するノイズ低減手順と、を有することを特徴とする。
【００１８】
（１１）本発明の雑音低減プログラムは、コンピュータに、ノイズ低減の対象となる対象
画素と、該対象画素から予め定められた位置関係にあるエッジ判定用比較画素とに基づい
て、該対象画素がエッジであるか否か判定するエッジ判定ステップと、前記エッジ判定ス
テップにより前記対象画素がエッジでないと判定された場合、前記対象画素と、該対象画
素から予め定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づいて、前記対象画素
のノイズを低減するノイズ低減ステップと、を実行させるための雑音低減プログラムであ
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、エッジ部分をぼかさずに画像のノイズを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１の実施形態における表示装置の機能ブロック図である。
【図２】第１の実施形態における液晶表示部の機能ブロック図である。
【図３】第１の実施形態における雑音低減部の機能ブロック図である。
【図４】ノイズ量検出部により読み出されるフレームについて説明するための図である。
【図５】ノイズ量検出部による最頻値の算出方法について説明するための図である。
【図６】対象画素の輝度値が２つの比較画素の輝度値よりも小さいときの、フレーム間ノ
イズ量低減部のノイズ低減処理を説明するための図である。
【図７】対象画素の輝度値が２つの比較画素の輝度値よりも大きいときの、フレーム間ノ
イズ量低減部のノイズ低減処理を説明するための図である。
【図８】第１の実施形態におけるエッジ判定部の機能ブロック図である。
【図９】エッジ判定用比較画素とノイズ低減用比較画素の関係について説明するための図
である。
【図１０】エッジ判定部におけるハイパスフィルタ部の処理について説明するための図で
ある。
【図１１】第１の実施形態における水平方向ノイズ低減部の機能ブロック図である。
【図１２】第１の実施形態における表示装置の処理の流れを示したフローチャートである
。
【図１３】図１２のステップＳ１０２の雑音低減処理の流れを示したフローチャートであ
る。
【図１４】図１３のステップＳ２０１のノイズ量αの算出の流れを示したフローチャート
である。
【図１５】エッジ判定用比較画素として４つの比較画素を抽出した例を示した図である。
【図１６】２つのエッジ判定用比較画素の間隔が、２つのノイズ低減用比較画素の間隔以
上である例を示した図である。
【図１７】映像信号の信号強度と周波数の関係の一例が示された図である。
【図１８】第２の実施形態における表示装置の機能ブロック図である。
【図１９】第２の実施形態における雑音低減部の機能ブロック図である。
【図２０】第２の実施形態における第２のエッジ判定部の機能ブロック図である。
【図２１】第２の実施形態におけるエッジ判定用比較画素とノイズ低減用比較画素の関係
について説明するための図である。
【図２２】第２の実施形態における垂直方向ノイズ低減部の機能ブロック図である。
【図２３】図１２のステップＳ１０２に示された第２の実施形態における雑音低減処理の
流れを示したフローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００２１】
　＜第１の実施形態＞
　以下、本発明の第１の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。図１は、本
発明の第１の実施形態における表示装置の機能ブロック図である。表示装置１０ａは、受
信部１１と、雑音低減部１２ａと、画像調整部１３と、タイミング制御部１４と、液晶表
示部２０とを備える。液晶表示部２０は、ソースドライバ部１５と、ゲートドライバ部１
６と、液晶パネル部１７とを備える。
【００２２】
　受信部１１は、一例として、不図示のアンテナから供給されたデジタルテレビジョン放
送の複数チャネルの高周波信号を受信する。受信部１１は、受信した信号から希望のチャ
ネルの変調信号を抽出し、抽出した変調信号をベースバンドの信号に変換し、変換したベ
ースバンドの信号を所定のサンプリング周波数でデジタル信号へ変換する。
　なお、受信部１１は、不図示のアンテナから供給されたアナログテレビジョン放送の複
数チャネルの高周波信号を受信して、これをデジタル信号へ変換してもよい。
【００２３】
　受信部１１は、変換されたデジタル信号からデジタルデータＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　
Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）－２トランスポートストリーム（以下、
「ＭＰＥＧ－２ＴＳ」と言う）信号を抽出する。
【００２４】
　受信部１１は、ＭＰＥＧ－２ＴＳ信号からＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ、
トランスポートストリーム）パケットを抽出し、映像信号および音声復号のデータを復号
する。受信部１１は、復号した映像信号ＳＩＮを雑音低減部１２ａへ供給する。
　ここで、映像信号ＳＩＮは、画像の主走査方向（横方向、水平方向）に隣接して並ぶ画
素の輝度信号と、色差信号（Ｃｂ、Ｃｒ）とからなるインターレース信号である。
【００２５】
　雑音低減部１２ａは、受信部１１から供給された映像信号ＳＩＮを受信する。雑音低減
部１２ａは、後述する処理によって映像信号ＳＩＮから雑音を低減した映像信号Ｓｏｕｔ

を算出し、その映像信号Ｓｏｕｔを画像調整部１３へ供給する。
【００２６】
　画像調整部１３は、雑音低減部１２ａから供給された映像信号ＳＯＵＴをプログレッシ
ブ信号に変換する。また、画像調整部１３は、変換後のプログレッシブ信号の画素数を、
表示部の解像度に合わせて調整するスケーリング処理を行う。画像調整部１３は、スケー
リング処理後の映像信号をＲＧＢ信号（Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、Ｂｌｕｅのカラービデオ信
号）に変換する。画像調整部１３は、ＲＧＢ信号をタイミング制御部１４と液晶表示部２
０内のソースドライバ部１５とへ供給する。
【００２７】
　なお、画像調整部１３は、映像信号ＳＯＵＴがプログレッシブ信号であれば、前述のイ
ンターレース信号からプログレッシブ信号への変換をしない。その場合、画像調整部１３
は、映像信号ＳＯＵＴの画素数を表示部の解像度に合わせて調整するスケーリング処理を
行う。
【００２８】
　タイミング制御部１４は、液晶パネル部１７に供給される映像データを平面上の画素に
配分するためのクロック信号などを生成する。タイミング制御部１４は、液晶表示部２０
内のソースドライバ部１５と、ゲートドライバ部１６へ、生成したクロック信号を供給す
る。
【００２９】
　図２は、第１の実施形態における液晶表示部２０の機能ブロック図である。液晶表示部
２０は、アクティブマトリクス型の表示装置である。液晶表示部２０は、マトリクス状に
配された画素ＰＩＸを有する液晶パネル部１７と、ゲート線１８と、ソース線１９と、ゲ
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ート線１８を駆動するゲートドライバ部１６と、ソース線１９を駆動するソースドライバ
部１５と、を備える。
【００３０】
　ソースドライバ１５は、画像調整部１３から供給されたＲＧＢ信号から液晶駆動用の階
調化された電圧を生成する。ソースドライバ部１５は、ソース線１９ごとに、その階調化
された電圧を、内部のホールド回路で保持する。
　ソースドライバ部１５は、タイミング制御部１４から供給されたクロック信号を受信す
ると、画面の縦方向の配列に対して、クロック信号に同期して、階調化された電圧（ソー
ス信号）を液晶パネル部１７のＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、薄
膜トランジスタ）のソース線１９および各ＴＦＴを介して画素ＰＩＸの不図示のサブ画素
に供給する。
【００３１】
　ゲートドライバ部１６は、タイミング制御部１４から供給されたクロック信号を受信す
る。ゲートドライバ部１６は、表示部１７のＴＦＴのゲート線１８を通じて画面のサブ画
素の１行分に対して、クロック信号に同期して、所定の走査信号を各ＴＦＴのゲートに供
給する。
【００３２】
　液晶パネル部１７は、アレイ基板と対向基板と液晶とを備える。アレイ基板上のゲート
線とデータ線との交点ごとに、ＴＦＴとＴＦＴのドレイン電極に接続されている画素電極
と対向電極（対向基板上のストリップ電極により構成されている）とが１組ずつ配置され
て、画素、特にサブ画素を構成している。また、画素電極と対向電極との間には、封入さ
れた液晶が存在する。また、液晶パネル部１７は、画素ごとに、３原色ＲＧＢ（Ｒｅｄ、
Ｇｒｅｅｎ、Ｂｌｕｅ）に対応する３つのサブ画素（不図示）を有する。液晶パネル部１
７は、そのサブ画素毎に１つずつのＴＦＴを有する。これらのサブ画素はそれぞれのスイ
ッチング素子であるＴＦＴ（薄膜トランジスタ）を介してゲート線１８及びデータ配線１
９に接続される。
【００３３】
　ＴＦＴのゲート電極は、ゲートドライバ部１６から供給されたゲート信号を受信して、
ゲート信号が例えばハイレベルの時、そのＴＦＴが選択されてオン状態となる。ＴＦＴの
ソース電極は、ソースドライバ１５から供給されたソース信号を受信するから、これによ
って、ＴＦＴのドレイン電極に接続されている画素電極に階調化された電圧が印加される
。
【００３４】
　その階調化された電圧に応じて、液晶の配向が変化し、これによって液晶の光の透過度
が変化する。その階調化された電圧がＴＦＴのドレイン電極に接続されている画素電極と
対向電極との間の液晶部分により構成される液晶容量に保持されて、液晶の配向が維持さ
れる。また、次の信号がソース電極に到来するまで液晶の配向が維持され、その結果、液
晶の光の透過度も維持される。
【００３５】
　以上説明したようにして、液晶パネル部１７は、供給された映像データを階調表示する
。なお、本実施形態では透過型の液晶パネルについて説明したが、これに限らず反射型の
液晶パネルでもよい。
【００３６】
　図３は、第１の実施形態における雑音低減部１２ａの機能ブロック図である。雑音低減
部１２ａは、一時記憶部３１と、ノイズ量検出部３２と、フレーム間ノイズ低減部３３と
、フレーム内ノイズ低減部４０ａとを備える。
　一時記憶部３１は、受信部１１から供給された映像信号ＳＩＮを所定のフレーム数だけ
記憶する。
【００３７】
　ノイズ量検出部３２は、一時記憶部３１から雑音低減の対象となる対象画素を含むフレ
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ームの映像信号と、当該フレームの１つ前のフレームの映像信号と、当該フレームの１つ
後のフレームの映像信号と、を読み出す。
【００３８】
　図４は、ノイズ量検出部３２により読み出されるフレームについて説明するための図で
ある。同図において、雑音低減の対象となる対象画素を含むｔ番目のフレームの画像と、
当該フレームの１つ前のｔ－１番目のフレームの画像と、当該フレームの１つ後のｔ＋１
番目のフレームの画像とが示されている（ｔは２以上の整数）。
【００３９】
　更に、同図において、ｉｊ座標系において、ｔ番目のフレームの左端（ｉ＝１，ｊ＝１
）の画素の輝度値Ｙ（１，１，ｔ）と、当該左端の画素の位置に相当する１つ前のフレー
ムの画素の輝度値Ｙ（１，１，ｔ－１）と、当該左端の画素の位置に相当する１つ後のフ
レームの画素の輝度値Ｙ（１，１，ｔ＋１）とが示されている。
【００４０】
　図３に戻って、ノイズ量検出部３２は、対象画素を含むフレームの画素の輝度値Ｙ（ｉ
、ｊ、ｔ）と、当該対象画素の位置に相当する１つ前のフレームの画素Ｙ（ｉ、ｊ、ｔ－
１）と、当該対象画素の位置に相当する１つ後のフレームの画素Ｙ（ｉ、ｊ、ｔ＋１）と
を用いて、フレーム間の輝度値差の平均ΔＹを以下の式（１）に従って、算出する。
【００４１】
　ΔＹ＝（｜Ｙ（ｉ、ｊ、ｔ－１）－Ｙ（ｉ、ｊ、ｔ）｜＋｜Ｙ（ｉ、ｊ、ｔ＋１）－Ｙ
（ｉ、ｊ、ｔ）｜）／２　　　（１）
【００４２】
　なお、本実施形態におけるノイズ量検出部３２は、１フレーム前と１フレーム後の画像
データを用いてフレーム間の輝度値差の平均を算出したがこれに限らず、２フレーム以上
前後するフレームの画像データを用いてフレーム間の輝度値差の平均を算出してもよい。
その算出方法は以上の説明から自明であろう。
【００４３】
　ノイズ量検出部３２は、対象画素を含むフレーム内の全ての画素で、フレーム間の輝度
値差の平均ΔＹを算出する。そして、ノイズ量検出部３２は、フレーム間の輝度値差の平
均ΔＹの最頻値をノイズ量αとして算出し、算出したノイズ量αを示す信号をフレーム内
ノイズ低減部４０ａの後述する水平方向ノイズ低減部６０に出力する。また、ノイズ量検
出部３２は、算出したノイズ量αを示す信号を一時記憶部３１から読み出した連続する３
フレーム分の映像信号と伴にフレーム間ノイズ低減部３３に出力する。
【００４４】
　ここで、図５を用いて、最頻値の算出方法について説明する。図５は、ノイズ量検出部
３２による最頻値の算出方法について説明するための図である。同図において、フレーム
間の輝度値差の平均ΔＹの頻度分布が示されている。出現頻度が最大となるフレーム間の
輝度値差の平均ΔＹが最頻値であり、同図において最頻値は６である。この例では、ノイ
ズ量検出部３２は、最頻値である６をノイズ量αとして算出する。
【００４５】
　図３に戻って、フレーム間ノイズ量低減部３３は、対象画素の画素値（例えば、輝度値
、色差）と、該対象画素を含むフレームから所定のフレーム間隔だけ離れたフレームにお
いて該対象画素の位置に相当する位置の画素の画素値（例えば、輝度値、色差）とに基づ
いて、フレーム間のノイズを低減する。一例として、フレーム間ノイズ量低減部３３は、
ノイズ量検出部３２から入力されたノイズ量αを示す信号と、３フレーム分の輝度信号と
に基づいて、フレーム間のノイズを低減する。具体的な処理について、図６および図７を
用いて説明する。
【００４６】
　図６は、対象画素の輝度値が２つの比較画素の輝度値よりも小さいときの、フレーム間
ノイズ量低減部３３のノイズ低減処理を説明するための図である。同図において、向かっ
て左側にノイズ低減前の輝度信号の電圧値（輝度値を示す電圧値）と、向かって右側にノ
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イズ低減後の輝度信号の電圧値（輝度値を示す電圧値）とが示されている。
【００４７】
　同図において、向かって左側にあるノイズ低減前のｔ番目のフレームの対象画素の輝度
値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）が、当該対象画素の位置に相当する１つ前のフレームの画素の輝度値
Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ－１）および当該対象画素の位置に相当する１つ後のフレームの画素の輝
度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ＋１）よりも小さいことが示されている。また、向かって右側にある
ノイズ低減後のｔ番目のフレームの対象画素の輝度値Ｙ´（ｉ，ｊ，ｔ）は、ノイズ低減
前の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）にノイズ量αが加算されたものである。
【００４８】
　図７は、対象画素の輝度値が２つの比較画素の輝度値よりも大きいときの、フレーム間
ノイズ量低減部３３のノイズ低減処理を説明するための図である。同図において、向かっ
て左側にノイズ低減前の輝度信号の電圧値（輝度値を示す電圧値）と、向かって右側にノ
イズ低減後の輝度信号の電圧値（輝度値を示す電圧値）とが示されている。
【００４９】
　同図において、向かって左側にあるノイズ低減前のｔ番目のフレームの対象画素の輝度
値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）が、当該対象画素の位置に相当する１つ前のフレームの画素の輝度値
Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ－１）および当該対象画素の位置に相当する１つ後のフレームの画素の輝
度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ＋１）よりも大きいことが示されている。
　向かって右側にあるノイズ低減後のｔ番目のフレームの対象画素の輝度値Ｙ´（ｉ，ｊ
，ｔ）は、ノイズ低減前の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）からノイズ量αが減算されたものであ
る。
【００５０】
　フレーム間ノイズ低減部３３は、ｔ番目のフレームの対象画素の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ
）と当該対象画素の位置に相当する１つ前のフレームの画素の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ－１
）と当該対象画素の位置に相当する１つ後のフレームの画素の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ＋１
）とを比較し、対象画素の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）が最小の場合、対象画素の輝度値Ｙ（
ｉ，ｊ，ｔ）にノイズ量αを加算する。一方、対象画素の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）が最大
の場合、対象画素の輝度値Ｙ（ｉ，ｊ，ｔ）からノイズ量αを減算する。
【００５１】
　図３に戻って、フレーム間ノイズ低減部３３は、上記処理をｔ番目のフレームの全ての
画素で行うことにより、フレーム間ノイズ低減後のｔ番目のフレームの輝度信号を生成し
、生成したフレーム間ノイズ低減後の輝度信号をフレーム内ノイズ低減部４０ａの後述す
るエッジ判定部５０と、ノイズ低減部４２とに出力する。
【００５２】
　フレーム内ノイズ低減部４０ａは、フレーム間ノイズ低減部３３から入力された画像デ
ータに基づいて、フレーム内のノイズを低減し、フレーム内のノイズを低減した映像信号
ＳＯＵＴを画像調整部１３に出力する。ここで、フレーム内ノイズ低減部４０ａは、エッ
ジ判定部５０とノイズ低減部４２とを備える。また、ノイズ低減部４２は、水平方向ノイ
ズ低減部６０と、信号選択部７０とを備える。
【００５３】
　続いて、フレーム内ノイズ低減部４０ａが備える各部の処理について説明する。まず、
図８を用いて、エッジ判定部５０の処理について説明する。図８は、第１の実施形態にお
けるエッジ判定部５０の機能ブロック図である。エッジ判定部５０は、第１の比較画素抽
出部５１と、対象画素抽出部５２と、第２の比較画素抽出部５３と、ハイパスフィルタ部
５４と、絶対値算出部５５と、判定部５６とを備える。また、ハイパスフィルタ部５４は
、第１の乗算部５４＿１と、第２の乗算部５４＿２と、第３の乗算部５４＿３と、加算部
５４＿４とを備える。
【００５４】
　本実施形態では、ラスタスキャンで画像の左上から右下に掛けて順に画像が表示される
ことを前提とする。第１の比較画素抽出部５１は、フレーム間ノイズ低減部３３から入力
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されたフレーム間ノイズ低減後の輝度信号を用いて、対象画素と同一フレーム内において
、対象画素よりも向かってｃ画素だけ左側にある画素の輝度信号をエッジ判定用比較画素
の輝度値Ｙｐ２を示す輝度信号として抽出する（ｃは正の整数）。ここで、対象画素とエ
ッジ判定用比較画素との画素間隔ｃは、対象画素とノイズ低減部４２により用いられるノ
イズ低減用比較画素との画素間隔ａよりも１だけ大きい値である（ａは正の整数）。
【００５５】
　具体的には、例えば、第１の比較画素抽出部５１は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第１の比較画素抽出部５１の遅延回路は、フレーム間ノイズ低減部３３から入力
されたフレーム間ノイズ低減後の輝度信号を、フレームの左端（ｉ＝１，ｊ＝１）の画素
から対象画素から水平方向に向かってｃ画素だけ左側の画素までの画素間隔に相当する遅
延時間だけ遅らせる。
【００５６】
　第１の比較画素抽出部５１は、抽出したエッジ判定用比較画素の輝度値Ｙｐ２を示す輝
度信号をハイパスフィルタ部５４の第１の乗算部５４＿１に出力する。また、第１の比較
画素抽出部５１は、遅延回路によりフレーム間ノイズ低減後の輝度信号を遅らせることに
より生成された輝度信号を第１の遅延輝度信号として対象画素抽出部５２に出力する。
【００５７】
　対象画素抽出部５２は、第１の比較画素抽出部５１から入力された第１の遅延輝度信号
から対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝度信号を抽出し、その対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝
度信号をハイパスフィルタ部５４の第２の乗算部５４＿２に出力する。
【００５８】
　具体的には、例えば、対象画素抽出部５２は、入力信号を遅延させる遅延回路を備える
。対象画素抽出部５２の遅延回路は、第１の比較画素抽出部５１から入力された第１の遅
延輝度信号をｃ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、対象画素の輝度値Ｙｃ
を示す輝度信号を抽出する。
　また、対象画素抽出部５２は、遅延回路により第１の遅延輝度信号を遅らせることにり
より生成された第２の遅延輝度信号を、第２の比較画素抽出部５３に出力する。
【００５９】
　第２の比較画素抽出部５３は、対象画素抽出部５２から入力された第２の遅延輝度信号
を用いて、対象画素と同一フレーム内において、対象画素よりも向かってｃ画素分右側に
ある画素の輝度信号をエッジ判定用比較画素の輝度値Ｙｎ２を示す輝度信号として抽出す
る。そして、第２の比較画素抽出部５３は、抽出したエッジ判定用比較画素の輝度値Ｙｎ
２を示す輝度信号を第３の乗算部５４＿３に出力する。
【００６０】
　具体的には、例えば、第２の比較画素抽出部５３は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第２の比較画素抽出部５３の遅延回路は、対象画素抽出部５２から入力された第
２の遅延輝度信号をｃ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、エッジ判定用比
較画素の輝度値Ｙｎ２を示す輝度信号を抽出する。
【００６１】
　これにより、エッジ判定部５０は、対象画素を中心として点対称の位置にある２つのエ
ッジ判定用比較画素を抽出することができる。換言すれば、エッジ判定部５０により用い
られる２つのエッジ判定用比較画素は、対象画素を中心として点対称の位置にある。
　なお、画素間隔ｃを画素間隔ａよりも１だけ大きい値としたがこれに限らず、画素間隔
ｃは画素間隔ａよりも大きい値であればよい。すなわち、エッジ判定部５０により用いら
れる各エッジ判定用比較画素は、対象画素を基準としてノイズ低減部４２により用いられ
る各ノイズ低減用比較画素が位置する画素よりも外に位置すればよい。
【００６２】
　図９は、エッジ判定用比較画素とノイズ低減用比較画素の関係について説明するための
図である。同図において、ｉｊ座標系において、対象画素を含むフレーム内におけるある
入力画素配列において、対象画素の位置と、エッジ判定用比較画素の位置と、ノイズ低減
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用比較画素の位置が示されている。
【００６３】
　同図において、第１のエッジ判定用比較画素１０１は、対象画素を基準として第１のノ
イズ低減用比較画素１０３の位置よりも１画素分、外に位置している。同様に、第２のエ
ッジ判定用比較画素１０２は、対象画素を基準として第２のノイズ低減用比較画素１０４
の位置よりも１画素分、外に位置している。上述したように、対象画素とエッジ判定用比
較画素との画素間隔ｃは、対象画素とノイズ低減用比較画素との画素間隔ａに１を加算し
た値である。
【００６４】
　対象画素の輝度値Ｙｃは、エッジ判定部５０のハイパスフィルタ部５４と、水平方向ノ
イズ低減部６０の後述する最大最小判定部６４＿１とに入力される。
　第１のエッジ判定用比較画素１０１の輝度値Ｙｐ２は、エッジ判定部５０のハイパスフ
ィルタ部５４に入力されること、および第２のエッジ判定用比較画素１０２の輝度値Ｙｎ
２は、エッジ判定部５０のハイパスフィルタ部５４に入力される。
【００６５】
　一方、第１のノイズ低減用比較画素１０３の輝度値Ｙｐ１は、水平方向ノイズ低減部６
０の後述する最大最小判定部６４＿１に入力されること、および第２のノイズ低減用比較
画素１０４の輝度値Ｙｎ１は、水平方向ノイズ低減部６０の後述する最大最小判定部６４
＿１に入力される。
【００６６】
　図８に戻って、第１の乗算部５４＿１は、第１の比較画素抽出部５１から入力されたエ
ッジ判定用比較画素の輝度値Ｙｐ２を－１／２倍し、算出値－１／２×Ｙｐ２を示す信号
を加算部５４＿４に出力する。
【００６７】
　第２の乗算部５４＿２は、第２の対象画素抽出部５２から入力された対象画素の輝度値
Ｙｃを１倍し、算出値Ｙｃを示す信号を加算部５４＿４に出力する。
　第３の乗算部５４＿３は、第３の比較画素抽出部５３から入力されたエッジ判定用比較
画素の輝度値Ｙｎ２を－１／２倍し、算出値－１／２×Ｙｎ２を示す信号を加算部５４＿
４に出力する。
【００６８】
　加算部５４＿４は、第１の乗算部５４＿１から入力された算出値－１／２×Ｙｐ２を示
す信号と、第２の乗算部５４＿２から入力された算出値Ｙｃを示す信号と、算出値－１／
２×Ｙｎ２を示す信号との和を算出し、算出した和（－１／２×Ｙｐ２＋Ｙｃ－１／２×
Ｙｎ２）を示す信号を絶対値算出部５５に出力する。
【００６９】
　絶対値算出部５５は、加算部５４＿４から入力された和（－１／２×Ｙｐ２＋Ｙｃ－１
／２×Ｙｎ２）の絶対値を算出し、算出した絶対値｜－１／２×Ｙｐ２＋Ｙｃ－１／２×
Ｙｎ２｜を示す信号を判定部５６に出力する。
【００７０】
　判定部５６は、絶対値算出部５５から入力された絶対値｜－１／２×Ｙｐ２＋Ｙｃ－１
／２×Ｙｎ２｜が所定の閾値（例えば、５０）より大きいか否か判定する。判定部５６は
、当該絶対値が所定の閾値よりも大きい場合、対象画素はエッジであると判定し、判定結
果を示す信号（例えば、１を示す信号）を信号選択部７０に出力する。
　一方、判定部５６は、当該絶対値が所定の閾値以下の場合、対象画素はエッジでないと
判定し、判定結果を示す信号（例えば、０を示す信号）を信号選択部７０に出力する。
【００７１】
　なお、本実施形態では、ハイパスフィルタ部５４はノイズ低減用比較画素の輝度値に乗
じる係数を－１／２とし、対象画素の輝度値に乗じる係数を１としたが、これに限ったも
のではなく、これら３つの係数の総和が０になるような係数の組み合わせであれば良い。
【００７２】
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　図１０は、エッジ判定部５０におけるハイパスフィルタ部５４の処理について説明する
ための図である。縦軸は輝度値Ｙ、横軸は水平方向の画素位置である。同図において、ハ
イパスフィルタ前の輝度値１１１と、ハイパスフィルタ後の輝度値１１２との一例が示さ
れている。エッジ位置１１３でハイパスフィルタ後の輝度値１１２が最大になることが示
されている。
【００７３】
　ハイパスフィルタ部５４が、対象画素を中心として点対称に位置するエッジ判定用比較
画素を用いてハイパスフィルタを掛けることにより、エッジ位置１１３でハイパスフィル
タ後の輝度値１１２が極大値を取るようにすることができる。これにより、エッジ判定部
５０は、ハイパスフィルタ後の輝度値に基づいて、対象画素がエッジであるか否か判定す
ることができる。
【００７４】
　なお、本実施形態では、エッジ判定部５０は、対象画素を中心として点対称に位置する
エッジ判定用比較画素を用いたが、これに限ったものではない。エッジ判定部５０により
抽出される２つのエッジ判定用比較画素は、対象画素を中心として点対称でなくても、対
象画素が２つのエッジ判定用比較画素の間にあればよい。
【００７５】
　続いて、図１１を用いてノイズ低減部４２内の水平方向ノイズ低減部６０について説明
する。図１１は、第１の実施形態における水平方向ノイズ低減部６０の機能ブロック図で
ある。水平方向ノイズ低減部６０は、第３の比較画素抽出部６１と、対象画素抽出部６２
と、第４の比較画素抽出部６３と、ノイズ低減部６４とを備える。また、ノイズ低減部６
４は、最大最小判定部６４＿１と、加算部６４＿２と、減算部６４＿３と、信号切替部６
４＿４とを備える。
【００７６】
　第３の比較画素抽出部６１は、フレーム間ノイズ低減部３３から入力されたフレーム間
ノイズ低減後の輝度信号を用いて、対象画素と同一フレーム内において、対象画素よりも
向かってａ（＝ｃ－１）画素分左側にある画素の輝度信号をノイズ低減用比較画素の輝度
値Ｙｐ１を示す輝度信号として抽出する。
【００７７】
　具体的には、例えば、第３の比較画素抽出部６１は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第３の比較画素抽出部６１の遅延回路は、フレーム間ノイズ低減部３３から入力
されたフレーム間ノイズ低減後の輝度信号を、フレームの左端（ｉ＝１，ｊ＝１）の画素
から対象画素から水平方向に向かってａ画素だけ左側の画素までの画素間隔に相当する遅
延時間だけ遅らせる。
【００７８】
　そして、第３の比較画素抽出部６１は、抽出したノイズ低減用比較画素の輝度値Ｙｐ１
を示す輝度信号を最大最小判定部６４＿１に出力する。
　また、第３の比較画素抽出部６１は、遅延回路により遅延させたフレーム間ノイズ低減
後の輝度信号を遅らせることにより生成された輝度信号を第３の遅延輝度信号として対象
画素抽出部６２に出力する。
【００７９】
　対象画素抽出部６２は、第３の比較画素抽出部６１から入力された第３の遅延輝度信号
から対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝度信号を抽出し、その対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝
度信号をノイズ低減部６４が備える最大最小判定部６４＿１、加算部６４＿２、減算部６
４＿３および信号切替部６４＿４と、信号選択部７０とに出力する。
【００８０】
　具体的には、例えば、対象画素抽出部６２は、入力信号を遅延させる遅延回路を備える
。対象画素抽出部６２の遅延回路は、第３の比較画素抽出部６１から入力された第３の遅
延輝度信号を水平方向にａ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、対象画素の
輝度値Ｙｃを示す輝度信号を抽出する。そして、対象画素抽出部６２は、遅延回路により
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第３の遅延輝度信号を遅らせることにりより生成された輝度信号を第４の遅延輝度信号と
して、第４の比較画素抽出部６３に出力する。
【００８１】
　第４の比較画素抽出部６３は、対象画素抽出部６２から入力された第４の遅延輝度信号
を用いて、対象画素と同一フレーム内において、対象画素よりも向かってａ（＝ｃ－１）
画素だけ右側にある画素の輝度信号をノイズ低減用比較画素の輝度値Ｙｎ１を示す輝度信
号として抽出する。そして、第４の比較画素抽出部６３は、抽出したノイズ低減用比較画
素の輝度値Ｙｎ１を示す輝度信号を最大最小判定部６４＿１に出力する。
【００８２】
　具体的には、例えば、第４の比較画素抽出部６３は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第４の比較画素抽出部６３の遅延回路は、対象画素抽出部６２から入力された第
４の遅延輝度信号を水平方向にａ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、ノイ
ズ低減用比較画素の輝度値Ｙｎ１を示す輝度信号を抽出する。
【００８３】
　ノイズ低減部６４は、ノイズ量検出部３２から入力されたノイズ量αと、第３の比較画
素抽出部６１から入力されたノイズ低減用比較画素の輝度値Ｙｐ１を示す輝度信号と、対
象画素抽出部６２から入力された対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝度信号と、第４の比較画
素抽出部６３から入力されたノイズ低減用比較画素の輝度値Ｙｎ１を示す輝度信号とに基
づいて、水平方向のノイズを低減した輝度値を示す信号を信号選択部７０に出力する。
【００８４】
　続いて、ノイズ低減部６４の各部の処理について説明する。最大最小判定部６４＿１は
、第３の比較画素抽出部６１から入力されたノイズ低減用比較画素の輝度値Ｙｐ１と、対
象画素抽出部６２から入力された対象画素の輝度値Ｙｃと、第４の比較画素抽出部６３か
ら入力されたノイズ低減用比較画素の輝度値Ｙｎ１とを比較し、対象画素の輝度値が最大
値か最小値かを判定する。ノイズ低減部６４は、対象画素の輝度値が最大値であれば、最
大（ｍａｘ）を示す信号を信号切替部６４＿４に出力する。一方、ノイズ低減部６４は、
対象画素の輝度値が最小値であれば、最小値（ｍｉｎ）を示す信号を信号切替部６４＿４
に出力する。ノイズ低減部６４は、対象画素の輝度値が中央値の場合、中央値（ｍｉｄ）
を示す信号を信号切替部６４＿４に出力する。
【００８５】
　加算部６４＿２は、対象画素抽出部６２から入力された対象画素の輝度値Ｙｃに、ノイ
ズ量検出部３２から入力されたノイズ量αを加算し、加算した値Ｙｃ＋αを示す信号を信
号切替部６４＿４に出力する。
　減算部６４＿３は、対象画素抽出部６２から入力された対象画素の輝度値Ｙｃから、ノ
イズ量検出部３２から入力されたノイズ量αを減算し、減算した値Ｙｃ－αを示す信号を
信号切替部６４＿４に出力する。
【００８６】
　信号切替部６４＿４は、最大最小判定部６４＿１から入力された信号が最小値（ｍｉｎ
）を示す信号である場合、加算部６４＿２から入力された値Ｙｃ＋αを示す信号を信号選
択部７０に出力する。
　一方、最大最小判定部６４＿１から入力された信号が中央値（ｍｉｄ）を示す信号であ
る場合、信号切替部６４＿４は、対象画素抽出部６２から入力された対象画素の輝度値Ｙ
ｃを示す信号を信号選択部７０に出力する。
　一方、最大最小判定部６４＿１から入力された信号が最大値（ｍａｘ）を示す信号であ
る場合、信号切替部６４＿４は、減算部６４＿３から入力された値Ｙｃ－αを示す信号を
信号選択部７０に出力する。
【００８７】
　これにより、ノイズ低減部６４は、対象画素の輝度値が２つの比較画素の輝度値よりも
大きいときには、対象画素の輝度値の輝度値からノイズ量αを減算することによりノイズ
を除去することができる。一方、ノイズ低減部６４は、対象画素の輝度値が２つの比較画
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素の輝度値よりも小さいときには、対象画素の輝度値の輝度値にノイズ量αを加算するこ
とによりノイズを除去することができる。
【００８８】
　信号選択部７０は、エッジ判定部５０から入力された判定結果を示す信号が垂直エッジ
であることを示す信号（例えば、１を示す信号）の場合、信号選択部７０は、対象画素抽
出部６２から入力された対象画素の輝度値Ｙｃを示す信号を選択する。
　一方、信号選択部７０は、判定結果を示す信号が垂直エッジでないことを示す信号（例
えば、０を示す信号）の場合、信号切替部６４＿４から入力された水平方向のノイズ低減
をした後の輝度値を示す信号を選択する。
【００８９】
　信号選択部７０は、信号が選択され次第、順次、選択した輝度値を示す輝度信号を有す
る映像信号ＳＯＵＴを画像調整部１３に出力する。
【００９０】
　図１２は、第１の実施形態における表示装置１０ａの処理の流れを示したフローチャー
トである。まず、受信部１１は、アンテナから電波を受信する。受信部１１は、受信した
電波を映像信号に変換する（ステップＳ１０１）。受信部１１は、変換した映像信号を雑
音低減部１２ａへ供給する。
【００９１】
　次に、雑音低減部１２ａは、映像信号に含まれる輝度信号のノイズを低減する（ステッ
プＳ１０２）。雑音低減部１２ａは、ノイズを低減した輝度信号を画像調整部１３へ供給
する。
　次に、画像調整部１３は、雑音低減部１２ａから供給されたノイズを低減した輝度信号
を受信する。画像調整部１３は、そのノイズを低減した輝度信号をＩ／Ｐ変換する（イン
ターレース信号からプログレッシブ信号への変換を行う）（ステップＳ１０３）。画像調
整部１３は、Ｉ／Ｐ変換された信号の画素数を調整する。画像調整部１３は、その調整さ
れた信号をタイミング制御部１４と、ソースドライブ１５とへ供給する。
【００９２】
　次に、タイミング制御部１４は、画像調整部１３から供給された調整された信号を受信
する。タイミング制御部１４は、その調整された信号を平面上の画素に配分するためのク
ロック信号を生成する（ステップＳ１０４）。タイミング制御部１４は、ソースドライバ
部１５と、ゲートドライバ部１６へ、生成したクロック信号を供給する。
【００９３】
　次に、ソースドライバ１５は、その調整された信号から液晶駆動用の階調化された電圧
を生成する（ステップＳ１０５）。ソースドライバ部１５は、ソース線ごとに、その階調
化された電圧を、内部のホールド回路で保持する。
【００９４】
　次に、ゲートドライバ部１６は、所定の電圧を表示部１７のＴＦＴのゲート線に供給す
る（ステップＳ１０６）。
　次に、ソースドライバ部１５は、画面の縦方向の配列に対して、クロック信号に同期し
て、階調化された電圧を表示部１７のＴＦＴのソース線に供給する（ステップＳ１０７）
。
【００９５】
　これにより、各ゲート線が選択されている時間内に映像データが、ソース線に順次供給
され、必要なデータがＴＦＴを介して画素電極に書き込まれる。これによって、画素電極
は、画素電極に掛かる電圧に応じて、対応する液晶の透過率を変更する。これによって、
表示部１７は、映像信号を表示する（ステップＳ１０８）。以上で、本フローチャートの
処理を終了する。
【００９６】
　図１３は、図１２のステップＳ１０２の雑音低減処理の流れを示したフローチャートで
ある。図１３では、雑音低減部１２ａが、映像信号ＳＩＮのうち１フレームの画像につい
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てノイズ低減する処理について説明する。
　まず、ノイズ量検出部３２は、ノイズ量αを算出する（ステップＳ２０１）。次に、フ
レーム間ノイズ低減部３３は、当該フレーム内のすべての画素においてフレーム間ノイズ
を低減する（ステップＳ２０２）。次に、水平方向ノイズ低減部６０は、対象画素の水平
方向のノイズを低減する（ステップＳ２０３）。
【００９７】
　次に、エッジ判定部５０は対象画素が垂直エッジか否か判定する（ステップＳ２０４）
。対象画素が垂直エッジの場合（ステップＳ２０４　ＹＥＳ）、信号選択部７０は、対象
画素の輝度値をそのまま選択する（ステップＳ２０５）。一方、対象画素が垂直エッジで
ない場合（ステップＳ２０４　ＹＥＳ）、信号選択部７０は、水平方向のノイズ低減をし
た後の輝度値を示す信号を選択する（ステップＳ２０６）。
【００９８】
　次に、フレーム内ノイズ低減部４０ａは、フレーム内の各画素において選択された輝度
値を示す輝度信号を有する映像信号ＳＯＵＴを順次画像調整部１３に出力する。以上で、
本フローチャートの処理を終了する。
【００９９】
　図１４は、図１３のステップＳ２０１のノイズ量αの算出の流れを示したフローチャー
トである。同図では、所定のフレームにおけるノイズ量を算出する処理の流れについて説
明する。
　まず、ノイズ量検出部３２は、対象画素の輝度値を示す信号を一時記憶部３１から読み
出す（ステップＳ３０１）。次に、ノイズ量検出部３２は、対象画素の位置に相当する１
フレーム前の比較画素の輝度値を示す信号と１フレーム後の比較画素の輝度値を示す信号
とを一時記憶部３１から読み出す（ステップＳ３０２）。
【０１００】
　次に、ノイズ量検出部３２は、対象画素の輝度値が、上記一時記憶部３１から読み出し
た３つの輝度値のうちで最大または最小であるか判定する（ステップＳ３０３）。対象画
素の輝度値が最大または最小である場合（ステップＳ３０３　ＹＥＳ）、対象画素の輝度
値と比較画素の輝度値の差の平均値を算出する（ステップＳ３０４）。一方、対象画素の
輝度値が最大でも最小でもない場合（ステップＳ３０３　ＮＯ）、ノイズ量検出部３２は
ステップＳ３０５の処理に進む。
【０１０１】
　次に、ノイズ量検出部３２は当該フレーム内の全ての画素で上記処理を行ったか否か判
定する（ステップＳ３０５）。ノイズ量検出部３２は当該フレーム内の全ての画素で上記
処理を行っていない場合（ステップＳ３０５　ＮＯ）、ステップＳ３０１の処理に戻る。
一方、ノイズ量検出部３２は当該フレーム内の全ての画素で上記処理を行った場合（ステ
ップＳ３０５　ＹＥＳ）、ノイズ量検出部３２は最頻値をノイズ量αとして抽出する（ス
テップＳ３０６）。以上で、本フローチャートの処理を終了する。
【０１０２】
　なお、本実施形態では、エッジ判定部５０は、エッジ判定用比較画素として対象画素か
ら水平方向にｃ画素離れた位置にある２つの画素を抽出したがこれに限ったものではない
。エッジ判定部５０は、エッジ判定用比較画素を対象画素から上下にそれぞれ所定の画素
間隔ｃ＿２（ｃ＿２は正の整数）離れた位置にある２つの画素を抽出して、水平のエッジ
を検出してもよい。その場合、ノイズ低減部４２は、ノイズ低減用比較画素を対象画素か
ら上下にそれぞれ所定の画素間隔ａ＿２（ａ＿２は正の整数）離れた位置にある２つの画
素を抽出することにより垂直方向のノイズを低減するようにしてもよい。その場合、上記
画素間隔ｃ＿２は、画素間隔ａ＿２に１を加算した値であることが好ましい。
【０１０３】
　また、エッジ判定部５０は、エッジ判定用比較画素を対象画素から斜め方向にそれぞれ
所定の画素間隔ｃ＿３（ｃ＿３は正の整数）離れた位置にある２つの画素を抽出して、斜
めのエッジを検出してもよい。その場合、ノイズ低減部４２は、ノイズ低減用比較画素を
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対象画素から斜め方向にそれぞれ所定の画素間隔ａ＿３（ａ＿３は正の整数）離れた位置
にある２つの画素を抽出することにより斜め方向のノイズを低減するようにしてもよい。
その場合、上記画素間隔ｃ＿３は、画素間隔ａ＿３に１を加算した値であることが好まし
い。
【０１０４】
　以上、エッジ判定部５０は、画像内のノイズ低減の対象となる対象画素と、該対象画素
から予め定められた位置関係にあるエッジ判定用比較画素とに基づいて、該対象画素がエ
ッジであるか否か判定する。そして、ノイズ低減部４２は、エッジ判定部５０により対象
画素がエッジでないと判定された場合、対象画素と、該対象画素から予め定められた位置
関係にあるノイズ低減用比較画素とに基づいて、対象画素のノイズを低減する。
【０１０５】
　これにより、第１の実施形態の雑音低減部１２ａは、ノイズ低減として、時間方向と空
間方向とのノイズ低減を行い、エッジ部分（ここで、エッジは水平方向、垂直方向、斜め
方向のことがある）では、空間方向のノイズ低減を行わず、この場合のノイズ低減は時間
方向のみとなる。
　その結果、雑音低減部１２ａは、エッジ部分をぼかすことなく、時間方向に画像のノイ
ズを低減することができる。また、雑音低減部１２ａは、エッジでない部分については、
時間方向と空間方向にノイズを低減することができるので、画像全体としては、エッジ部
分を残したまま、ノイズを低減することができる。
【０１０６】
　＜第１の実施形態の変形例１＞
　また、本実施形態では、エッジ判定部５０は、エッジ判定用比較画素として対象画素か
ら水平方向にｃ画素間隔離れた位置にある２つの画素を抽出したが、これに限らず、対象
画素から水平方向に離れた画素を３つ以上抽出してもよい。
【０１０７】
　上記の例について、図１５を用いて説明する。図１５は、エッジ判定用比較画素として
４つの比較画素を抽出した例を示した図である。同図において、対象画素１５０から向か
って左方向に３画素間隔離れた位置に第１のノイズ低減用比較画素１５１があり、対象画
素１５０から向かって右方向に３画素間隔離れた位置に第２のノイズ低減用比較画素１５
２が示されている。
【０１０８】
　また、対象画素１５０から向かって左方向に４画素間隔離れた位置に第１のエッジ判定
用比較画素１５３があり、対象画素１５０から向かって左方向に２画素間隔離れた位置に
第２のエッジ判定用比較画素１５４があることが示されている。また、対象画素１５０か
ら向かって右方向に２画素間隔離れた位置に第３のエッジ判定用比較画素１５５があり、
対象画素１５０から向かって右方向に４画素間隔離れた位置に第４のエッジ判定用比較画
素１５６があることが示されている。
　第２のエッジ判定用比較画素１５４と第３のエッジ判定用比較画素１５５のように、エ
ッジ判定用比較画素は、対象画素を基準としてノイズ低減用比較画素の位置よりも内に位
置していてもよい。
【０１０９】
　その場合、図８に示されたハイパスフィルタ部５４は、ハイパスフィルタ部１５７に変
更される。ハイパスフィルタ部１５７は、第１の乗算部１５７_１、第２の乗算部１５７_
２と、第３の乗算部１５７_３と、第４の乗算部１５７_４と、第５の乗算部１５７_５と
、加算部１５７＿６を備える。
【０１１０】
　第１の乗算部１５７_１は、第１のエッジ判定用比較画素１５３の輝度値Ｙｐ４を示す
信号を受信し、輝度値Ｙｐ４を－１／４倍した値－Ｙｐ４／４を算出し、算出値－Ｙｐ４
／４を示す信号を加算部１５７＿６に出力する。
　第２の乗算部１５７_２は、第２のエッジ判定用比較画素１５４の輝度値Ｙｐ３を示す
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信号を受信し、輝度値Ｙｐ３を－１／４倍した値－Ｙｐ３／４を算出し、算出値－Ｙｐ３
／４を示す信号を加算部１５７＿６に出力する。
【０１１１】
　第３の乗算部１５７_３は、対象画像１５０の輝度値Ｙｃを示す信号を受信し、輝度値
Ｙｃを１倍した値Ｙｃを算出し、算出値Ｙｃを示す信号を加算部１５７＿６に出力する。
　第４の乗算部１５７_４は、第３のエッジ判定用比較画素１５５の輝度値Ｙｎ３を示す
信号を受信し、輝度値Ｙｎ３を－１／４倍した値－Ｙｎ３／４を算出し、算出値－Ｙｎ３
／４を示す信号を加算部１５７＿６に出力する。
　第５の乗算部１５７_５は、第４のエッジ判定用比較画素１５６の輝度値Ｙｎ４を示す
信号を受信し、輝度値Ｙｎ４を－１／４倍した値－Ｙｎ４／４を算出し、算出値－Ｙｎ４
／４を示す信号を加算部１５７＿６に出力する。
【０１１２】
　加算部１５７＿６は、入力された算出値－Ｙｐ４／４と、算出値－Ｙｐ３／４と、算出
値Ｙｃと、算出値－Ｙｎ３／４、算出値－Ｙｎ４／４との和（－Ｙｐ４／４－Ｙｐ３／４
＋Ｙｃ－Ｙｎ３／４－Ｙｎ４／４）を算出し、算出した和を示す信号を不図示の絶対値算
出部５５に出力する。
　このように、エッジ判定用比較画素が３つ以上あっても、ハイパスフィルタ部１５７は
、ハイパスフィルタ部１５７が備える乗算部により乗じられる係数の総和を０にすること
により、直流成分を除去し、ハイパスフィルタをかけることができる。
【０１１３】
　第１の実施形態の変形例１のエッジ判定部５０は、対象画素から水平方向に離れた画素
を３つ以上抽出し、抽出した３つ以上の画素に基づいてエッジを判定するので、２つの画
素に基づいてエッジを判定する第１の実施形態の判定部５０よりも精度良くエッジを判定
することができる。
【０１１４】
　＜第１の実施形態の変形例２＞
　また、本実施形態では、エッジ判定部５０は、エッジ判定用比較画素として、対象画素
を中心として点対称に位置する画素を抽出したが、これに限ったものではない。エッジ判
定部５０は、エッジ判定部５０により用いられる２つのエッジ判定用比較画素の間隔Ｄが
、ノイズ低減部４２により用いられる２つのノイズ低減用比較画素の間隔ｄ以上になるよ
うにエッジ判定用比較画素を抽出すればよい。
【０１１５】
　上記の例について、図１６を用いて説明する。図１６は、２つのエッジ判定用比較画素
の間隔が、２つのノイズ低減用比較画素の間隔以上である例を示した図である。同図にお
いて、第１のエッジ判定用比較画素１６３と第２のエッジ判定用比較画素１６４との画素
間隔Ｄは、第１のノイズ低減用比較画素１６１と第２のノイズ低減用比較画素１６２との
画素間隔ｄ以上であることが示されている。
【０１１６】
　また、対象画素１６０は、２つのエッジ判定用比較画素（１６３、１６４）の間にある
ことが示されている。エッジ判定部５０は、対象画素が２つのエッジ判定用比較画素の間
にあることにより、対象画素のエッジを抽出することができる。
【０１１７】
　図１７は、映像信号の信号強度と周波数の関係の一例が示された図である。同図におい
て、所定の映像信号における信号強度１６５が示されている。図１６に示されたノイズ低
減用比較画素（１６１、１６２）を用いたノイズ低減により低減する周波数帯域１６６と
、図１６に示されたエッジ判定用比較画素（１６３、１６４）を用いたハイパスフィルタ
後の周波数帯域１６７とが示されている。
【０１１８】
　エッジ判定部５０は、ノイズ低減により低減される周波数帯域１６６にエッジの信号が
あるか否か判定する必要があるので、ハイパスフィルタ後の周波数帯域１６７がノイズ低
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減により低減される周波数帯域を含んでいればよい。その場合、ノイズ低減により低減す
る周波数帯域１６６の下限周波数は、ハイパスフィルタ後の周波数帯域１６７の下限周波
数以上となる。
【０１１９】
　本実施形態では、１次元のハイパスフィルタを用いるので、上記の条件を満たすために
は、２つのエッジ判定用比較画素の間隔Ｄは、２つのノイズ低減用比較画素の間隔ｄ以上
であればよいこととなる。従って、エッジ判定部５０は、エッジ判定部５０により用いら
れる２つのエッジ判定用比較画素の間隔Ｄが、ノイズ低減部４２により用いられる２つの
ノイズ低減用比較画素の間隔ｄ以上になるようにエッジ判定用比較画素を抽出する。
【０１２０】
　＜第２の実施形態＞
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。第１の実施形態の表示装置１０ａの
雑音低減部１２ａは、垂直方向のエッジでない画素に対して水平方向のノイズを除去した
。第２の実施形態の表示装置１０ｂの雑音低減部１２ｂは、垂直方向のエッジでない画素
に対して水平方向のノイズを除去し、水平方向のノイズを除去した画像データに対して、
更に水平方向のエッジでない画素に対して垂直方向のノイズを除去する。これにより、雑
音低減部１２ｂはエッジの画素をぼかさないまま、水平方向と垂直方向の両方のノイズを
除去することができるので、エッジの画素をぼかさないまま第１の実施形態における雑音
低減部１２ａより更にノイズを除去することができる。
【０１２１】
　図１８は、第２の実施形態における表示装置１０ｂの機能ブロック図である。なお、図
１と共通する要素には同一の符号を付し、その具体的な説明を省略する。
　図１８の表示装置１０ｂの構成は、図１の表示装置１０ａの構成に対して、雑音低減部
１２ａが、雑音低減部１２ｂに変更されたものとなっている。
【０１２２】
　図１９は、第２の実施形態における雑音低減部１２ｂの機能ブロック図である。なお、
図３と共通する要素には同一の符号を付し、その具体的な説明を省略する。
　図１９の雑音低減部１２ｂの構成は、図３の雑音低減部１２ａの構成に対して、第２の
フレーム内ノイズ低減部４０ｂが追加されたものになっている。
【０１２３】
　フレーム内ノイズ低減部４０ａは、水平方向のノイズを低減した輝度信号を有する映像
信号を順次第２のフレーム内ノイズ低減部４０ｂに出力する。
　第２のフレーム内ノイズ低減部４０ｂは、フレーム内ノイズ低減部４０ａから出力され
た水平方向のノイズを低減した輝度信号を有する映像信号を受信し、その映像信号に含ま
れる輝度信号に対して垂直方向のノイズを低減し、垂直方向のノイズを低減した映像信号
ＳＯＵＴを画像調整部１３に出力する。
【０１２４】
　第２のフレーム内ノイズ低減部４０ｂは、第２のエッジ判定部８０と、ノイズ低減部４
２ｂとを備える。図２０を用いて、第２のエッジ判定部８０について説明する。図２０は
、第２の実施形態における第２のエッジ判定部８０の機能ブロック図である。なお、図８
と共通する要素には同一の符号を付し、その具体的な説明を省略する。
　図２０の第２のエッジ判定部８０の構成は、図８のエッジ判定部５０の構成に対して、
第１の比較画素抽出部５１が第５の比較画素抽出部８１に変更され、対象画素抽出部５２
が対象画素抽出部８２に変更され、第２の比較画素抽出部５３が第６の比較画素抽出部８
３に変更されたものになっている。
【０１２５】
　第５の比較画素抽出部８１は、フレーム内ノイズ低減部４０ａから出力された水平方向
のノイズを低減した映像信号を受信し、対象画素から向かって上に画素間隔ｅ離れた画素
の輝度値Ｙｕ２を示す輝度信号を抽出する（ｅは正の整数）。
【０１２６】
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　具体的には、例えば、第５の比較画素抽出部８１は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第１の比較画素抽出部５１の遅延回路は、フレーム間ノイズ低減部３３から入力
されたフレーム間ノイズ低減後の輝度信号を、フレームの左端（ｉ＝１，ｊ＝１）の画素
から対象画素から垂直方向にｅ画素だけ上にある画素までの画素間隔に相当する遅延時間
だけ遅らせる。
【０１２７】
　そして、第５の比較画素抽出部８１は、抽出した輝度値Ｙｕ２を示す輝度信号を第１の
乗算部５４＿１に出力する。また、第５の比較画素抽出部８１は、遅延回路により水平方
向のノイズを低減した映像信号を遅らせることにより生成された輝度信号を第５の遅延輝
度信号として対象画素抽出部５２に出力する。
【０１２８】
　対象画素抽出部８２は、第５の比較画素抽出部８１から入力された第５の遅延輝度信号
から対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝度信号を抽出し、その対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝
度信号をハイパスフィルタ部５４の第２の乗算部５４＿２に出力する。
【０１２９】
　具体的には、例えば、対象画素抽出部８２は、入力信号を遅延させる遅延回路を備える
。対象画素抽出部８２の遅延回路は、第１の比較画素抽出部５１から入力された第１の遅
延輝度信号をｅ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、対象画素の輝度値Ｙｃ
を示す輝度信号を抽出する。
　また、対象画素抽出部５２は、第５の遅延輝度信号を遅らせることにより生成された第
６の遅延輝度信号を、第６の比較画素抽出部８３に出力する。
【０１３０】
　第６の比較画素抽出部８３は、対象画素抽出部５２から出力された第６の遅延輝度信号
を受信し、対象画素から向かって下に画素間隔ｅ離れた画素の度値Ｙｄ２を示す輝度信号
を抽出する。そして、第６の比較画素抽出部８３は、抽出した輝度値Ｙｄ２を示す輝度信
号を第３の乗算部５４＿３に出力する。
【０１３１】
　具体的には、例えば、第６の比較画素抽出部８３は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第６の比較画素抽出部８３の遅延回路は、対象画素抽出部５２から入力された第
６の遅延輝度信号を対象画素から垂直方向にｅ画素だけ下にある画素までの画素間隔に相
当する時間だけ遅らせることにより、エッジ判定用比較画素の輝度値Ｙｄ２を示す輝度信
号を抽出する。
【０１３２】
　図２１は、第２の実施形態におけるエッジ判定用比較画素とノイズ低減用比較画素の関
係について説明するための図である。同図において、対象画素２１０と第１のノイズ低減
用比較画素２１３との画素間隔または第２のノイズ低減用比較画素２１４との画素間隔は
ｂであることが示されている。
　また、対象画素２１０と第１のエッジ判定用比較画素２１１または第２のエッジ判定用
比較画素２１２との画素間隔ｅは、上記画素間隔ｂに１が加算された値であることが示さ
れている。
【０１３３】
　第１の乗算部５４＿１は、第１のエッジ判定用比較画素２１１の輝度値Ｙｕ２を示す信
号を受信し、輝度値Ｙｕ２を－１／２倍し、算出値－１／２×Ｙｕ２を示す信号を加算部
５４＿４に出力する。
　第２の乗算部５４＿２は、対象画素の輝度値Ｙｃを示す信号を受信し、輝度値Ｙｃに１
倍し、算出値Ｙｃを示す信号を加算部５４＿４に出力する。
【０１３４】
　第３の乗算部５４＿３は、第２のエッジ判定用比較画素２１２の輝度値Ｙｄ２を示す信
号を受信し、輝度値Ｙｄ２に－１／２倍し、算出値－１／２×Ｙｄ２を示す信号を加算部
５４＿４に出力する。
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　加算部５４＿４は、第１の乗算部５４＿１から入力された算出値－１／２×Ｙｕ２と、
第２の乗算部５４＿２から入力された算出値Ｙｃと、第３の乗算部５４＿３から入力され
た算出値－１／２×Ｙｄ２との和を算出し、算出された和を示す信号を絶対値算出部５５
に出力する。
【０１３５】
　最大最小判定部６４＿１は、第１のノイズ低減用比較画素２１３の輝度値Ｙｕ１を示す
信号を受信する。また、最大最小判定部６４＿１は、対象画素２１０の輝度値Ｙｃを示す
信号を受信する。また、最大最小判定部６４＿１は、第２のノイズ低減用比較画素２１４
の輝度値Ｙｄ１を示す信号を受信する。
【０１３６】
　続いて、ノイズ低減部４２ｂの処理の概要について説明する。ノイズ低減部４２ｂは、
フレーム内ノイズ低減部４０ａから出力された水平方向のノイズを低減した画像データを
受信する。また、ノイズ低減部４２ｂは、ノイズ量検出部３２から出力されたノイズ量α
を示す信号を受信する。そして、ノイズ低減部４２ｂは、対象画素と該対象画素から予め
定められた位置関係にあるノイズ低減用比較画素の輝度値とノイズ量αとに基づいて、対
象画素の垂直方向のノイズを低減する。
【０１３７】
　ノイズ低減部４２ｂは、第２のエッジ判定部８０から出力された判定結果を示す信号を
受信し、その判定結果を示す信号が対象画素がエッジでないことを示す信号（例えば、０
を示す信号）の場合、対象画素の垂直方向のノイズを低減した映像信号ＳＯＵＴを画像調
整部１３に出力する。
　一方、ノイズ低減部４２ｂは、判定結果を示す信号が対象画素がエッジであることを示
す信号（例えば、１を示す信号）の場合、フレーム内ノイズ低減部４０ａから入力された
水平方向のノイズを低減した画像データをそのまま映像信号ＳＯＵＴとして画像調整部１
３に出力する。
【０１３８】
　続いて、ノイズ低減部４２ｂの処理の詳細について説明する。ノイズ低減部４２ｂは、
垂直方向ノイズ低減部９０と、信号選択部１００とを備える。
　図２２を用いて、垂直方向ノイズ低減部９０の処理について説明する。図２２は、第２
の実施形態における垂直方向ノイズ低減部９０の機能ブロック図である。なお、図１１と
共通する要素には同一の符号を付し、その具体的な説明を省略する。
【０１３９】
　垂直方向ノイズ低減部９０は、第７の比較画素抽出部９１と、対象画素抽出部９２と、
第８の比較画素抽出部９３と、ノイズ低減部６４とを備える。
　第７の比較画素抽出部９１は、フレーム内ノイズ低減部４０ａから入力された水平方向
のノイズを低減した映像信号を受信し、その映像信号に含まれる輝度信号から対象画素か
ら向かって上方向にｂ画素間隔（ｂは正の整数）離れた第１のノイズ低減用比較画素の輝
度値Ｙｐ４を示す輝度信号を抽出する。
【０１４０】
　具体的には、例えば、第７の比較画素抽出部９１は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第７の比較画素抽出部９１の遅延回路は、フレーム内ノイズ低減部４０ａから入
力された水平方向のノイズを低減した映像信号に含まれる輝度信号を、フレームの左端（
ｉ＝１，ｊ＝１）の画素から対象画素から垂直方向に向かってｂ画素だけ上の画素までの
画素間隔に相当する遅延時間だけ遅らせる。
【０１４１】
　第７の比較画素抽出部９１は、抽出した輝度値Ｙｐ４を示す輝度信号をノイズ低減部６
４が備える最大最小判定部６４＿１に出力する。また、第７の比較画素抽出部９１は、遅
延回路により遅延させたフレーム間ノイズ低減後の輝度信号を遅らせることにより生成さ
れた輝度信号を第７の遅延輝度信号としてを対象画素抽出部９２に出力する。
【０１４２】
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　対象画素抽出部９２は、第７の比較画素抽出部９１から入力された第７の遅延輝度信号
から対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝度信号を抽出し、その対象画素の輝度値Ｙｃを示す輝
度信号をノイズ低減部６４が備える最大最小判定部６４＿１、加算部６４＿２、減算部６
４＿３および信号切替部６４＿４と、信号選択部１００とに出力する。
【０１４３】
　具体的には、例えば、対象画素抽出部９２は、入力信号を遅延させる遅延回路を備える
。対象画素抽出部９２の遅延回路は、第７の比較画素抽出部９１から入力された第７の遅
延輝度信号を垂直方向にｂ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、対象画素の
輝度値Ｙｃを示す輝度信号を抽出する。そして、対象画素抽出部９２は、遅延回路により
第７の遅延輝度信号を遅らせることにより生成された輝度信号を第８の遅延輝度信号とし
て、第８の比較画素抽出部９３に出力する。
【０１４４】
　第８の比較画素抽出部９３は、対象画素抽出部９２から入力された第８の遅延輝度信号
を用いて、対象画素から向かって下方向にｂ画素だけ離れた第８のノイズ低減用比較画素
の輝度値Ｙｎ４を示す輝度信号を抽出する。
【０１４５】
　具体的には、例えば、第８の比較画素抽出部９３は、入力信号を遅延させる遅延回路を
備える。第８の比較画素抽出部９３の遅延回路は、対象画素抽出部９２から入力された第
８の遅延輝度信号を垂直方向にｂ画素間隔に相当する時間だけ遅らせることにより、ノイ
ズ低減用比較画素の輝度値Ｙｎ４を示す輝度信号を抽出する。
　そして、第８の比較画素抽出部９３は、抽出した輝度値Ｙｎ４を示す輝度信号をノイズ
低減部６４の最大最小判定部６４＿１に出力する。
【０１４６】
　信号選択部１００は、第２のエッジ判定部８０から入力された判定結果を示す信号が水
平エッジであることを示す信号（例えば、１を示す信号）の場合、信号選択部１００は、
対象画素抽出部９２から入力された対象画素の輝度値Ｙｃを示す信号を選択する。
　一方、信号選択部１００は、判定結果を示す信号が水平エッジでないことを示す信号（
例えば、０を示す信号）の場合、信号切替部６４＿４から入力された垂直方向のノイズ低
減をした後の輝度値を示す信号を選択する。
【０１４７】
　信号選択部１００は、所定のフレームの全ての画素において入力された２つの輝度値を
示す信号の選択が終了すると、選択した輝度値を示す輝度信号を有する当該フレーム分の
映像信号ＳＯＵＴを画像調整部１３に出力する。
【０１４８】
　本実施形態の表示装置１０ｂの処理の流れは、図１２に示したフローチャートと同一で
あるので、その処理の説明を省略する。
　図２３は、図１２のステップＳ１０２に示された第２の実施形態における雑音低減処理
の流れを示したフローチャートである。ステップＳ４０１からステップＳ４０６までの処
理は図１３のステップＳ２０１からステップＳ２０６までの処理と同一であるので、その
説明を省略する。
【０１４９】
　次に、フレーム内ノイズ低減部４０ａは、フレーム内ノイズ低減部４０ａは、フレーム
内の各画素において選択された輝度値を示す輝度信号を有する映像信号を順次第２のフレ
ーム内ノイズ低減部４０ｂに出力する（ステップＳ４０７）。
　次に、垂直方向ノイズ低減部９０は、対象画素の垂直方向のノイズを低減する（ステッ
プＳ４０８）。
【０１５０】
　次に、第２のエッジ判定部８０は、対象画素が水平エッジか否か判定する（ステップＳ
４０９）。対象画素が水平エッジである場合（ステップＳ４０９　ＹＥＳ）、信号選択部
１００は、対象画素の輝度値をそのまま選択する（ステップＳ４１０）。一方、対象画素
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が水平エッジでない場合、信号選択部１００は、垂直方向のノイズ低減をした後の輝度値
を選択する（ステップＳ４１１）。
【０１５１】
　次に、第２のフレーム内ノイズ低減部４０ｂは、フレーム内の各画素において選択され
た輝度値を示す輝度信号を有する映像信号ＳＯＵＴを順次画像調整部１３に出力する（ス
テップＳ４１３）。以上で、本フローチャートの処理を終了する。
【０１５２】
　以上、本実施形態の雑音低減部１２ｂは、垂直方向のエッジでない画素に対して水平方
向のノイズを除去し、水平方向のノイズを除去した画像データに対して、更に水平方向の
エッジでない画素に対して垂直方向のノイズを除去する。これにより、雑音低減部１２ｂ
はエッジの画素をぼかさないまま、水平方向と垂直方向の両方のノイズを除去することが
できるので、エッジの画素をぼかさないまま第１の実施形態における雑音低減部１２ａよ
り更にノイズを除去することができる。
【０１５３】
　なお、本実施形態では、雑音低減部１２ｂは、水平方向のノイズを低減した後に垂直方
向のノイズを低減したが、これに限らず、ノイズ低減する順番は逆でもよく、雑音低減部
１２ｂは、垂直方向のノイズ除去をした後に水平方向のノイズを除去してもよい。
【０１５４】
　また、両実施形態において、雑音低減部（１２ａ、１２ｂ）は、映像信号ＳＩＮを構成
する輝度信号Ｙに対してノイズ低減処理を行ったがこれに限らず、色差信号（Ｃｂ、Ｃｒ
）に対してノイズ低減処理を行ってもよい。
　その場合、ノイズ低減部（４２、４２ｂ）が対象画素の色差信号に対してノイズ低減を
行う場合、エッジ判定用比較画素と対象画素との画素間隔は、ノイズ判定用比較画素と対
象画素との画素間隔に２を加算した値が好ましい。
【０１５５】
　また、両実施形態において、エッジ判定部５０または第２のエッジ判定部８０は、１次
元のハイパスフィルタを掛けたが、これに限らず、２次元のハイパスフィルタを掛けても
よい。その場合、エッジ判定部５０または第２のエッジ判定部８０は、対称画素を含む２
次元画像領域の画素（例えば、３画素×３画素）を抽出し、抽出された画素の領域に相当
する２次元カーネルを（例えば、３×３）を畳み込むことにより、ハイパスフィルタをか
けてエッジを抽出してもよい。このとき、２次元カーネルを構成する各値の総和は０にす
る。
【０１５６】
　また、本実施形態の雑音低減部（１２ａ、１２ｂ）の各処理を実行するためのプログラ
ムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、当該記録媒体に記録されたプログ
ラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することにより、雑音低減部（１２ａ、
１２ｂ）に係る上述した種々の処理を行ってもよい。
【０１５７】
　なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを
含むものであってもよい。また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用し
ている場合であれば、ホームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。ま
た、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディ
スク、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ等の
可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置のことをいう
。
【０１５８】
　　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアン
トとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））のように、一定時間プログラムを保持し
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ているものも含むものとする。また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に
格納したコンピュータシステムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波
により他のコンピュータシステムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「
伝送媒体」は、インターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通
信線）のように情報を伝送する機能を有する媒体のことをいう。また、上記プログラムは
、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さらに、前述した機能をコ
ンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるもの
、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【０１５９】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【符号の説明】
【０１６０】
１０ａ、１０ｂ　表示装置
１１　受信部
１２ａ、１２ｂ　雑音低減部
１３　画像調整部
１４　タイミング制御部
１５　ソースドライバ部
１６　ゲートドライバ部
１７　液晶パネル部
２０　液晶表示部
３１　一時記憶部
３２　ノイズ量検出部
３３　フレーム間ノイズ低減部
４０ａ　フレーム内ノイズ低減部
４０ｂ　第２のフレーム内ノイズ低減部
４２　ノイズ低減部
５０　エッジ判定部
５１　第１の比較画素抽出部
５２、６２、８２、９２　対象画素抽出部
５３　第３の比較画素抽出部
５４　ハイパスフィルタ部
５４＿１　第１の乗算部
５４＿２　第２の乗算部
５４＿３　第３の乗算部
５４＿４　加算部
５５　絶対値算出部
５６　判定部
６０　水平方向ノイズ低減部
６１　第３の比較画素抽出部
６３　第４の比較画素抽出部
６４　ノイズ低減部
６４＿１　最大最小判定部
６４＿２　加算部
６４＿３　減算部
６４＿４　信号切替部
７０、１００　信号選択部
８０　第２のエッジ判定部
８１　第５の比較画素抽出部
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８３　第６の比較画素抽出部
９０　垂直方向ノイズ低減部
９１　第７の比較画素抽出部
９３　第８の比較画素抽出部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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